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研究室の目標 
筑波大学環境意思決定研究室では、心理学的手法を用いて、あらゆる場面での人間と環境の
相互作用を解明していくことを通じて、持続可能で心豊かな社会の実現を目指します。

環境心理学×意思決定

当研究室の基盤は環境心理学です。

環境配慮的な態度・行動の評価、行動メカニズムの
解明、行動変容方策の提案と効果検証を、質問紙調
査、聞き取り調査、観察調査や心理学実験の手法を
用いて行います。

取り扱う問題は、気候変動、廃棄物・資源循環、生
態系保全、海洋プラスチック汚染など学生の問題意
識や関心、現業内容に合わせて多岐にわたります。

これまでの学生研究テーマ (抜粋)
日本・中国における親子間の気候変動緩和行動の伝播

地域環境の変化が現在の環境配慮行動に与える影響

地域住民が抱く河川環境評価・印象と水害防災行動の関係

景観特性と知覚的要因が回復環境形成に与える影響：都市・歴史文化・自然環境の比較

夜間屋外人口光と人間の健康・行動の関係性

持続的発展のための政策成果創出にむけた戦略的汚染管理

博士課程進学希望者へのメッセージ

環境心理学は、環境科学と心理学の交差点であり周縁分野の集合体ですが、日本ではまだま
だ成熟途上。当研究室では、日本における環境心理学の実証的成果を国内外に発信していま
す。学術・実務志向を問わず、質の高い独創的な研究を目指す方を歓迎します。

環境心理学×都市・地域・空間

居住地や訪問先の景観・環境・経験から得る感覚を心理学的
に捉え直すことで、これまで見えなかった価値や課題を可視
化します。景観選好、地域愛着、場所記憶、災害リスク認知
といった場所・空間に関する概念を援用して、行動意図や満
足感、心身の健康、幸福感との関係を、画像実験や現地調査
によって評価します。
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